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補助対象者
・危険ブロック塀などの所有者（相続人を含む）
・市税などを滞納していない人
補助対象のブロック塀など
次のいずれにも該当するブロック塀など
・個人が所有するもの（法人が所有する場合は対象外）
・補強コンクリートブロック造、石造、れんが造そ
の他の組積造による塀および門柱（下部に設置され
た基礎を含む）
・道路に沿って設置されているもの
・道路から上端までの高さが0.8m以上のもの（擁壁
などの上に築造されている場合は、当該擁壁などを
含む高さ）
・道路からの距離が、ブロック塀などの高さ以内に
設置されているもの
・「ブロック塀の点検のチェックポイント」の点検
の項目で不適合があるもの（下記参照）
・公共事業などの補償の対象ではないもの
・市の他の制度による補助金の交付の対象ではない
もの

・交付申請の時点で現に存在しているもの
※交付申請時点で着工または完了している工事は対
象外
補助対象工事（対象となる工事）
次のすべてに該当する工事
・道路に沿った危険ブロック塀などを撤去する工事
・市内業者に発注して実施する工事
※市内業者とは、市内に本店または支店の事業所を
有する法人または市内に住所を有する個人事業者で
す
・令和7年3月31日（月）までに撤去工事を完了して
完了報告ができるもの
補助金額
・補助対象経費の1／2（1,000円未満切り捨て）
・限度額　次の①または②のうち低い額
①5万円
②危険ブロック塀などを撤去する長さの合計に1m
あたり1万円を乗じた額
募集件数　20件（予定）
（1件あたりの補助金が5万円の場合）

補助金交付までの手順　
～撤去工事着手前に交付申請をしてください～
交付申請受付開始日　4月1日（月）
書類配布場所　□本 建築住宅課　□松 松井田振興課土木
係
■時 午前8時30分～午後5時15分（土日・祝日、年末年
始を除く）
申請受付場所　□本 建築住宅課
※申請の受付は、□本 のみ
■時 午前8時30分～午後5時15分（土日・祝日、年末年

始を除く）
・申請の際は、交付申請書に所定の書類を添えてく
ださい
※交付決定後、撤去工事に着手してください
完了報告
工事完了報告提出期限　令和7年3月31日（月）
受付場所　□本 建築住宅課
・補助対象工事の完了後、完了報告書に所定の書類
を添えて報告してください
・書類審査後、補助金を交付します

■問 □本 建築住宅課指導係（☎内線1255・1256・1257）

今年度も実施します　安中市危険ブロック塀等撤去費補助金のご案内

道路沿いの危険ブロック塀などの撤去費用の一部を補助します

　1の柱は有害鳥獣の捕獲です。市は、有害鳥獣の適切な捕獲を行ってい
ます。下表が過去5年の実績です（令和5年度は4/1～2/29まで）。
　また、捕獲用のワナや檻を皆さんの土地に設置させていただく場合があ
りますので、ご理解とご協力をお願いします。

　令和6年能登半島地震の発生を受け、市は道路沿いの危険なブロック塀などの更なる撤去
を進めるため、今年度も本事業を継続します。この機会に、所有するブロック塀の点検と危
険ブロック塀などの撤去にご協力をお願いします。なお、事業の詳細は窓口のほか、市■HP に
も掲載しています。

■問 □松 農林課林政鳥獣対策係（☎内線2618）

野生動物による鳥獣被害を防ぐために
鳥獣被害対策の「3本柱」

1の柱…「個体管理」

イノシシ
シカ

アライグマ
ハクビシン
サル
タヌキ

単位：頭
令和4年度

552
262
304
211
28
135

令和3年度
309
152
161
147
12
87

令和2年度
286
120
219
170
11
82

令和元年度
1001
90
204
123
29
97

令和5年度
566
249
285
136
77
109

　2の柱は侵入防止柵の設置や獣の追い払いです。イノシシやシカ、ニホ
ンザルなどが農地に侵入できないように、電気柵などを設置して、餌場と
認識させないことが重要です。また、人間の生活圏が嫌な場所と意識づけ
るための追い払い行為も効果があります。
　電気柵など防除資材の購入補助制度もあります。詳しくは□松 農林課まで
ご連絡ください。

2の柱…「侵入防止対策」

　3の柱は有害鳥獣の餌場や隠れ場の管理です。食べたりしない栗や柿な
どの放任果樹は格好の餌場と認識されており、定期的にやってきます。
　管理していない果樹は、餌付けするのと同じです。自分の土地の放任果
樹は伐採しましょう。また、耕作放棄地も恰好の隠れ場、住み家となりま
す。耕作していない土地でも定期的に管理しましょう。

3の柱…「生息環境管理」

有害鳥獣被害は待ったなし！できることから始めませんか？

①個体管理の不安材料
　捕獲の担い手の高齢化が進み、特に銃を使った猟を行うことができる人
材が減少している。
②侵入防止対策の不安材料
　野菜くずなどの投棄による獣の誘因や、間違った電気柵の使用。被害地
域での無策の耕作。※無策の耕作は餌付けと同じ
③生息環境管理の不安材料
　過疎化や耕作者の高齢化による耕作放棄地の増加。

「3本柱」の不安材料！
ブロック塀点検のポイント

塀の高さは地盤から2.2m以下か。
塀の厚さは10㎝以上か。

（塀の高さが2m超2.2m以下の場合は15㎝以上）
塀の長さ3.4m以下ごとに、塀の高さの1/5以上突出した控え壁
があるか。（塀の高さが1.2m超の場合）
コンクリートの基礎があるか。
塀に傾き、ひび割れはないか。
塀に直径9㎜以上の鉄筋が縦横とも80㎝間隔以下で配筋されてお
り、鉄筋は壁頂部および基礎の横筋に、横筋は縦筋にそれぞれか
ぎ掛けされているか。
基礎の根入れ深さは30㎝以上か。（塀の高さが1.2m超の場合）
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（建築物の既設の塀の安全点検について（平成30年6月21日付け国住指第1130号）より抜粋）

※6・7の内部の点検は専門家に相談しましょう
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